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Four tertiary alcohols, linalool, tetrahydrolinalool, -terpineol, and 4-terpineol, were 

protected with acetyl group or benzoyl group, and each of their 1H NMR chemical shift changes 

as a result of the protection were observed in different solvents (CDCl3, benzene-d6).  For 

generalization of the extent of these chemical shift changes upon the protection, the degrees of 

shielding effects were compared with the use of Nucleus-Independent Chemical Shifts (NICS) 

and quantum chemical calculations, and quantitative analysis was performed. 
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 これまでに，第二級アルコールであるボルネオールおよびイソボルネオールに，カ

ルボニル基を有する保護基（アセチル基，ベンゾイル基）を導入することで，解析困

難であった 1H NMR スペクトルの完全な帰属ができることを報告した。1) 第三級ア

ルコールであるリナロール，テトラヒドロリナロール，-テルピネオール，4-テルピ

ネオールにおいても，それぞれの 1H NMR スペクトルはシグナルの重なりが激しく，

解析が困難である。そこで，本実験では，上記の第三級アルコールに対して，アセチ

ル基およびベンゾイル基を導入し，1H NMR 化学シフトの変化を調査した。 

 リナロールをアセチル基とベン

ゾイル基でそれぞれ保護した際の
1H NMR スペクトル変化（CDCl3，

Benzene-d6）を図１に示した。 

保護基の導入によって，10 位メチ

ル基が特に低磁場シフトした。ま

た，不斉炭素原子の隣の４位メチ

レンプロトンが，保護基の導入に

よってシグナルが分離した。現在，

これらのスペクトル変化について

量子化学計算との比較を行ってい

る。また，他の第三級アルコールに

ついても，保護基の導入によるス

ペクトル変化を調査している。 
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図１ リナロール誘導体における 1H NMRスペクトル変化 
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